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LAMPIRAN 

Tabel data : Hatarikake no bun 

No KALIMAT Macam 

Hatarikake no bun  

Penanda Lingual Halaman 

1. Murid Ke 1:  こうちだ、

こうち 

Murid ke 2: は や く し

ろ! 

PERINTAH -ro 25 

 

2 Ojiisan: 悠仁 

Itadori:  んー? 

Ojisan:  オマエは強

いから、人

を助けろ。

手の届く範

囲でいい、

教える奴は

救っとけ。

迷っても感

謝されなく

ても。とに

かく助けて

やれ 

PERINTAH -ro 

-re 

26 

3. Itadori: 大丈夫か？ 

Fushiguro:逃げろつっ

たろ、言ってる場合

か 

Itadori: 今帰ったら

夢見悪いだろ。それ

にな、人を助けろ 

PERINTAH -ro 27 



4. Sukuna: いい時代に

なったのだ

な、蛆のよ

うに湧いて

いる. 人の

体で何して

んだよ 

Itadori:  返せ 

Sukuna: お前なんて

動ける 

Itadori:  ?いや、俺

の体だし 

PERINTAH -e 28 

5 Gojou:  君が喰った

鈍いだよ。 

Itadori:  ああ  うん 

多分できるけど 

Gojou:  じゃ 10 秒

だ、10 秒経ったら戻っておい

で 

Itadori:  でも... 

Gojou:  大丈夫、僕

最強だから 

PERINTAH -te 29 

6 Ojiisan: 花とかもいちいち

買ってんじゃねえ貯金しろ 

Itadori:  爺ちゃんにじゃね

えよ看護さんに買ってんだ 

LARANGAN -ro 31 

 

 



7 Fushiguro: 動くな 

Sukuna: オマエはも

う人間じゃない 

Fushiguro: 呪術規定に

基づきオマエをー、呪い、とし

て殺す 

 

LARANGAN -na 32 

8 Yaga:  笑 わ せ る

な。まだ死刑を先延ばすためと言

われた方が納得がいくさきか. 

Itadori  :ざけんな俺

はー 

Yaga:  君は。自分

が呪いに殺されたときも、そうや

って祖父のせにするのか 

 

LARANGAN -na 33 

9 Itadori:  本当にいい

んですね先輩。いくぞ！よっし

ゃ 

Minna:  こっくりさ

ん,こっく

りさん. 生

徒会長がギ

リ負ける生

き物を教え

てください 

 

PERMOHONAN -te kudasai 34 

 



10 Fushiguro: オマエはこ

こにいろ、部室はどこだ？ 

Itadori:  まてよ！ 

PERMOHONAN -te 35 

11 Gojou:  これ持って

て 

Fushiguro: これは? 

Gojou:  喜九福 

PERMOHONAN -te  36 

12 Gojou:  きみたち君

達がどこま

でできるか

知りたい。

ま実地試験

み た い な

も ; ん だ

ね。野薔薇 

有事、2 人

で建物内の

呪いを祓っ

てきてくれ 

Itadori  :あれでも

呪いは呪い

でしか払え

な い ん だ

ろ ,俺呪術

なんて使え

ねぇよ、 

Gojou:  君はもう半

分呪いみたいなもんだから 

 

PERMOHONAN -te kite kure 37 

 

 


